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(本論文の要旨は昭和23年1月 輻岡馨學曾第377周例禽において獲表し売。)

抗酸性菌の集落形態に重顯をおいた研究は甚だ 調等は後出の長を参照されだい。集落形態は同一

少いので次の2通 りの實験 を行つた。 菌株で も嚢育につれ非常に攣化する事が多いが襲

O・ 育の限度に迄達したものは次にのべる11種 類に1岡片倉培
地 上 の集落 形 態 分れた6初 嘲集落はR型 では不正圓形粗縫乾燥無

抗酸性菌は菌腿が密集する傾向が強く分離培養 光澤、Im型S型 では図形露滴駄卒滑温潤光澤ぷ,

の當初及び集落解離を試みる時以外に輩猫集落を あるがlm型 のものはその後構造が複雑とな り光

みる事は稀れで長崎、布原σ)、豊野(2)等の獲表あ 澤 も減少する。 銑

るのみである。私は現在庚 く使われている岡片倉R1型 中央部 は紐を無秩序に丸めた様な形を
も

培地に稀繹培養を行い軍猫集藩の性歌特にその形 噺呈し周園に邊縁不整、放射妖に走る多藪の小鍛 を

態 を比較研究 した。 もつ裾野厭の部分がある。蛙 ジクィ、長崎95、 人

貿 験 方 法 非5、 木戸白、尿S、 チモテイR、 牛腺■Rの 諸

非病原性菌は1～2週 聞、病原性菌は3～4週 ・株が これに屡 し直径10mh位O大 きさとなる。

間培養 したものを2mmの 白金耳で1,白 金」,¥量と(以 後この2項 目は麺孤内に略記)

り乳鉢にいれ生理的食盤水を滴下 しながらすりっ ・R2型 始めはR4型 同様であるが後には中央

ぶす。2重 にした定量分析用濾紙を小漏斗に装着 部はほぼ午担な壷i地歌 とな り周園に網歌乃至樹枝

し試験管 口忙のせて濾過すると一見水様澄明な菌 欺構造を呈する裾野をめぐらす様になる。邊縁に
の

液が得られる。食盤水の量は適當藪の孤立性集落 は不規則な鋸歯猷の臨入がある。(106XX、Mb肋

が得ちれる様に菌株により加減を要する。 この菌 膜株・10mm位 ◎)
　

液を2㎜ の白金耳に1白 金耳量とり岡片倉斜面 皐3型 撒掴の豆歌隆起炉低い同心圓性に走る

培地にぬ リバラフィ ンで封 じ37◎C艀 卵器にいれ 輪環歌犠凹みのある裾野の中央に存在する。邊縁

非病原性菌は3～5週 間、病原性菌は8週 間位培 は大髄圓形であるが多少は不整な出入がある。(S

養する◎,t12株 、6㎜ 位。)

,貿 験 成 績R4型 申心部は陥凹周園は火 口壁猷に もりあ

1非 病原髄 ・蛙 ジクィ・踏95・106XX、 が り・これ を上からみれば軸 した環鉄の堤防の

920・,923B、 内 田D、 人 非5、,Mb肋 膜 、XS、 石 檬 に み え る。(内 田D株 、2～3mm)'

川・人非3恥 拠 訟 本・木戸・S・5!S・2.・m・ 型 李担姻 灘 地の騒 妙 藪の鮒

S50B・ チ モ テ ィ・ 牛 蹴 ・ スx・e'"「tl・B101へ 状 畷 の あ る襯 が で き る・盛 地 と裾 野 との 境 界

B102・ZlB・72Aの24淋 を用V・友。由來色 はFAwaで 奪縁には撒個の陥入があ り菊花駅を呈す

一13_
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るo(チ モテイIm株 、10mm位 ◎)

Im2型 お椀を倒 さにした機な部分の周園に

これと明瞭に境せ られた微細な放射朕の雛 をもつ

裾野ができる。邊縁は不規則に串入。ぐS50B、 ロ
ヤ

腔皿Im、 チモテイrm株 、8mm位 。)

Im3型 表面に小穎粒状の凹凸があ り金米糖

歌を呈する。(920、石川白、B101A、 木戸黄株、

1～3皿m位 ◎)

S1型 傾斜の緩かな低い富士山型でζれに輪

環状の線朕陥凹凸及びこれ と直交する放射歌の陥

凹が少勲生する。(スメグマ1、 牛腺ES株 、8㎜

位。)

S2型 大艦圓板歌であるが邊縁がち りめん雛

歌にまくれあが り花模様のようになる◎(B102株 、

4～5mm。)

S3型 正図形で楽たいが周邊が もちあが り赤

血球歌の もの或は更にその中心部が周園と同じ高

さ迄丸 く隆起するものがある◎(ZlB株 、4～5m

m。)

S4型 大きさを増すだけで何時迄 も孕球歌の
ノ

形態 を失わない◎これに2通 りあ り人非32、松本、

石川黄株は直径1～2mmを 越ft3・、72A、923B隔

ロ腔皿S、 チモテイS株 は10mm位 となる。

集落解離6株 に解離が起つた。木戸、石川、

S50B株 は元來榿色株であるが これから白色株が

解離し、牛腺 豆、口腔 皿株はS型 株であるが前蒋

か らはR、 後者か らは 「m株 が解離 し、チモテイ

株は始めIm株 でこれから同時にRとS型 が解離

してきた。解離株の一部 を鉤菌 し新培地に植え集

合集落を作つたが皆解離當初の性歌を持綾 したの

で後に全血液内培養に供 した外それ以上の纈代は

行わなかつた。

2人 型結核菌F株 、青山B株 を用いた。始
む

めは不正圓形粗縫乾燥 して集落を作るがその後金

米糖状となるもの或はその中心部が特に隆起する

もの及び低い富士山型となるものの3通 のを生じ

た。2個 灯で漸 く2～4mmの 大 きさとなるb雨

菌株の間に差はな)㌔

3牛 型結核菌 牛三輪、牛B15株 を用いた。

集落性歌も獲育速度も人型菌と全 く同様で爾株の

開に も差はない。

4鳥 型結核菌A62、A71株 を用)・た。どち

らも正圓形卒滑滋潤光澤ある露滴朕のS型 集落を

作る。肉眼的に集落を認めるのは人牛型菌 より早

いが大きさは2個 月でi～2mmec止 まる。

線 括 と 考 察

集落の分け方は種々あるが ここでは母集落たる

集合集落の性歌 も考慮にいれてR、lm、Sに 大

別これを更に形の違から細別した。集落は生長す

る間に大きさという量的i攣化だけでなく形の質的

攣伽 も俘 うことが多いか ら生長の限度に達 し集落

が完成 される迄観察する必要がある。術軍凋集落

を作ると集合集藩では明かでな恥各菌株の個性が

はつきり表われる。次に非病原性菌は一般に解離

しやすいのであるが軍なる稀繹増養によつて24

、株中6株 に解離が起つた◎累代中にS→R或 は

R→Sの 攣化が特焚的vagigる事 もあるからこの性

歌は一定不攣ではない◎長崎等は非病原性菌の集

落 を10群 に分けているが私の場合と異なるもの
罐

が相當あ り非病原性菌の種類の豊富な事を思わせ

る。/

結 論

1岡 片倉培地に非病原性抗酸性菌24株 を稀

繹培養 した所11種 類の軍獅集落を生 じた。

拶 人型菌牛型菌各2株 は同檬のR型 箪猫集落

を生 じ爾者の間に差はみられない。鳥型菌2株 は

典型的のS型 輩蜀集落を生 じた。

3輩 濁集落においては集合集落の場合にはわ

、か らない各菌株の個性が明瞭に表われ る。

II全 血液 内 の小集 落形 態

種々の物質の結核菌嚢育阻止力 をみ る目的で
　

sliaecellcUlture(SCC)を 行つている際に人型

菌が猫得の小集落形態 を呈す るので他の抗酸性菌

のSCCを 行つてみた所同時に脱水素作用の強弱

を知 り得 る事がわか りこれが菌型或は菌株の鑑別

に役立ちはせぬかと思い次の實験 を行つた。

賢 験 方 法

岡片倉培地上の菌苔から菌液を作 り健康成人血

液と混 じて培養する◎SCCの 手技は大臓 殴室の償

用法(3)に從つ7Cか ら詳細は省略するが、只菌株に

より食盤水の最を加減 しなければなちぬ。血液は

一 一14-一
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のせ硝子の間で直径約L5⑳ の圓板状に援が る

位がよい。24時 間ごξに贈卵器か らとりだし血液

膜の角調の攣化をみ、病原性菌は3、5、7、10

,及び13日 後に非病原性菌は1、2、3、5及 びdi

8日 後に夫 々1枚 宛染色瞼鏡する。

貸 験 成 績

1非 病原性菌44株 をしらべたがその名構由

來は後出の表に示す。 の' .、
a)・脱水素作用 培養申に血液膜の一一部或は全

部が紫色に攣化するがこれは分光鏡桧査により睨

水素酵素の作用で邊元血球素ができるためである

事がわかつた。最 も強いのは人非5殊 で12時 聞

・位で全艦が紫攣、最 も弱いのは1B株 で24時 間

後には牛分以上紫攣するが3日 目位から逆に縮少

し5日 以後は紫色部の直径が4mm位 になる。 こ

の2株 の間を更に強中弱に分けてみた。

b)染 色所見44株 中3株 の例外を除 き他は皆

栗の毬型の小集落を作つた。稜育初期の菌藪の少
な

い時は形が明瞭でないカミ100個 位に増殖 した時を

観察すると毬型を更に次の3群 に分け得 る。

i)毬 の突起が大 きく長 くしかもその長 さが不

揃であるもゐ。

ii)突 起が梢短 く後にのべる鳥型菌の小集落同

様のもの。 ・

iii)突起が痕跡様 となb葡 萄球菌6塗 抹標本の

様にみえるもゐ。

例外は106XX、 石川白s'920株 で始めの2株 は

紐型の小集落を作 り後述の人牛型菌に似て沖るが

紐の幅が一般に廣 く且つ不揃であるのと個々の菌

髄の配列方向がまちまちであ る鮎 が 異なつてい

る。920株 は始めは猫得のすんく"りした紡纏型の

小集落を作るが後には普通の毬型に移行する。

菌膿の長さは分裂初期の幼若な申は長 く成熟す

ると…欠第に短 くなるのが通例で あ るが 成熟時に

5μ位のものを長・O・5Pt位の球桿菌様 となるものを

短・その中聞を申で表わした◇抗酸酒精性 も幼若

な中は弱 く成熟後強 くなるのが通例であるがZie-

hl'NeekSeu法 で濃赤染するものを瞥 大部分精

摯するものを弱その中間を中とし左。以上の成績

を一括したのが別表であるが睨水素伶用は大部分

の菌株が病原性菌より強い。岡片倉培地上の性歌

】07

乏關聯あ りとみられるのは、白色群に屡するもの

は皆航酸酒精性が強 く、菌盟の短い ものは皆着色

群申にある事實である。小集落形態は菌鐙の長短

と關係があ り同じ毬型で も菌髄の長いものがiと

な り短いものがiiiと なる◎

同一菌株よりでたS型 とR型 或はlm型 を比較

したのは4株 にすぎないが、小集落形態はR型 の

方が突起が長い傾向ほ あ るが 本質的な差ではな

い。脱水素作用はS型 の方が梢強いがその差は僅

少である。抗酸酒精性はR型 の方が艸 般 に梢 強

い。黄色株か ら白色株 を解離 した木戸、石川の雨

株の中石川株では黄色株と白色株 とで小集落形態

が本質的に異なつているが、これに一旦解離した

黄色株を更に稀繹培養 しても、もう白色株が出て

こないか ら途中で混入した ものと考えたい。

2人 型結核菌F、 保利、青山B、16Rの

4株 で皆R型 であるのF株 は特に岡片倉培養のも

のとソーbン 培養Qも のと比較 してみたが全 く同

様の結果 を得た◎

.a)脱 水素作用16R株 は培養後12時 聞、F

株保利株では24時 聞後に血液膜の申央部が紫墜

して くる。その後紫色部が次第に大きくな り、16R

株では2～4日 後に全麗の2/似 上を占めるに至 り

その後多少縮少するが、F株 保利株では3～4日

を頂1と して縮少し始め6日 以後には紫色部が再

び漕失する◎青出B棟 はそり中聞の強さである。

毒力は保利、F、 青山B、16Rの 順に強いか ら睨

水素作用は毒力と反比例 している檬にみえる。

b)染 色所見 十藪個の菌膿が束 とな りたてに

長 くつ潅がつて紐がまが りくねつた様な小集落を

作 る◎中には一犀毬型を呈するものもあるが注意

してみると周園に紐歌の突起をだす傾向が認めら

れ る◎非病原性菌の紐型と違 う所は紐の幅が狭 く

且一定 している事及び菌騰が紐の長軸方向に一・致

して美事に並列 している事である。菌の長さは始

め4～7μ 後に1～3!tと なる。始めは淡赤色均

等に染まるが後には濃赤色の顯粒が出現する。以

上の所見は4株 に共通である。

3牛 型結核菌 牛皿、牛三輪、牛R班 、牛B

15及ClB.C・Gの5株 を用いた。皆R型 である。

a)脱 水素作用5株 共人型青山B株 と同様の

一一一15__
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非病原性抗酸性菌ρ諸性状一艶表
」L

=
名 稽 由 來.

岡 片 倉 培埴

　

1

全 血 液 丙培 農 所 見

色 調 擦 落 小購 瑚 離 の細 撒 瀦 性瞬 棄㈱

8

蛙ジ残1蛙1白 い}毬 ■ 申 一 彊1中

長崎95R硬 §剃 白 いi毬ii長1張1強

・・R・2B体 釧 徽 則R陣 一ii}中 レ 張1彊

人 非 司 人 副 白lRl毬il長1張}最 彊

s・5け 剥 白lRl毬i}甫1張1強

木 戸 司 聾 剃 亘 い 陪iザ 凝/強1弱 ,
S21下 剥 徽 則 ・凪}毬 月 長1強1強

S・21下 水 微 飴 い 刺 毬il刺 張i張 ㌧

・・6xx陣 癩糸{白r・ 皿i紐1申}強1弱

石 川 司 騰 剃 白1・ 皿 卜 紐1中}強!弱

92・ 隊 癩刈 白18圃 樹 中{強 」 輯

麟95sl賑 糸1白}sl毬i¶ 長1張1強

人 非3司 人 劇 白 い ㌧ 匿iil中1強 「 中

■

2

b

スメグマ・ 隔 捌 蔽 司 ・期al毬ii長1強1強

H刻 婆 擁 舶 「 ・叫 毬iiil短 ・1弱1中

S5・Bi下 水 擁 舶lsl毬i-iq長}弱1強 ・

趣 グマ隔 垢 暇 髭副R陣i;憂[弱}強
一

923B繍 酬 白一副s遜 月 申・1軍 申1張

Z・B}不 叫 黄白→副si毬i-iil中1協1強

B・・g伊 劇 黄自→倒 ・s陣Hii短 レ 弱1張

夢

臨

チモテイR極 引 壁 田1毬 弓 長1中 悔

轍 ・Rl鶴 株i燈lRl毬i-iq中 屠1中1強

内油p瞬 蘇 隣 劇Rl毬il申{申i弱

M励 尉 入 劇 燈tRl毬it中 い 最1強
一一

214p棒 剛 燈lRl毬 弓 畢{中1張

租 体 剛 澄iR陣 一iq中 一 弱1亀 強

尿81人 剛 燈}R陣q申i宙 ヨ 申

射 ■ 鶏1燈lR陣 一ii』 長1弱 レ 強

、嗣 陣/燈 い 陣 一iil亀 中t弱1強
石 川 司 人 剰 燈1・ 叫 毬iq申i蓉i弱

'

ジ

e

16
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C

木 戸 司 人癩刈 澄1・ 皿 毬 ∬ 中 強 弱

噛 ・刺 鶴剃 澄 ・滋i毬ii・-iiil中 申 彊

牛 腺 ・sl牛1燈 s 毬i 中 弱 強

チモテイ8i鵬 剃re、lS{毬iんiil甫 中 、強

人 非3司 人 副 燈 8 毬i 長 強 弱

82・ ■ 下 州 燈 s 毬 慧 短 弱 強

・脚s卜 人 副 澄s

八 制

スメグマ・ 隔 ガ

・B体 剛 黄 劇s

毬鑓 短 弱 張

毬iii 短 強 隙 弱

B…Ai土 劉 黄 副sl毬iii 短 強 強

B・ ・2A』 土 則 鮭 劃 ・s 毬iii 短1強 中

72A体 明 隣 劇8 毬iii 短 強 強

鳥V 鶏 澄 s 毬iii 短 、弱 強

強 さを示す。.

b)染 色所見 人型菌同様の小集落 を作るが只

菌燧個々の配列が人塑菌程紐の長軸方向に規則正

しく一致していない様にみえるが、これだけで人

型菌 と鑑別する事は困難である。長 さ染色性は5

株共人型菌 と同様。零
欝

4鳥 型結核菌 ム62、A71、 鳥71號 、鳥獣

調、鳥京の5株 を用いた。皆S型 で始めの3株 が

白色、他の2株 は人牛型菌程度の微黄白色を呈 し

ている。A62株 はグリセリン塞天た移すと2～3代

でR型 に攣異 し再びS型 に もどりに くい事を知つ

麦ので、A62株 だけはR、S爾 株を比較してみた。
　

ぞ)睨 水素作用 菌株により僅かの差はあ る
が、皆24時 間後に孚分位迄紫愛し3日 自位迄そ

の歌態を襖けるが再び縮少し始め6～7日 目には

紫色部が清制してしまう瀦 即 株共牛型菌妙

は弱 く、人型菌の保利、F株 よりは強レ・が青山B

16R株 よりは弱い。

b)染 色所見 哺瓠動物結核菌郎ちV人 牛塑菌

、とは全 く異な り紐型の小集落は全然みあたらす皆

栗の毬型を呈し非病原性菌の毬ii型 に大va-一致

している。長 さな始め3～5μ 後には1～2μ 位と

なる。赤染σ度は人牛型に くらべ梢弱い。以上の

所見は5株(A62R株 を含む)は 共通である。

総 括 と 考〆察

SCCの 際た人牛塑菌はいすれ も紐型のほぼ同

様の小集落を作るに封 し、鳥型菌は毬型の小集落

を作 り決 して紐型 を呈する事はない。非病原性菌

は少鍛の例外を除き他は皆毬型¢)小集落 を作 り鳥

型菌と一寸匠瑚し難いもの もあるが獲育の逞速、

睨水素作用やi抗酸酒精性の強弱等 を参 照 すれぼ

SCC所 見治けで も麗別する事ができる。例外 と
　

・して紐型のイ・集落を作るもの もあるが既述の鮎を

亀注意すれぽ混同する恐れはない
。睨水素作用な非

病原性菌にくらべると病原性菌は噌般に弱いが3

響の中では牛型菌が比較的強 く鳥型齢 く比較的弱く
人型菌は菌株によりまちまちであつた。Ninni

&Bretey(4)は 既にクエ ン酸曹達 を加えた血液に

各種結核菌の乳剤をいれ試験管内で培養 した後塗

抹標本を作 り染色検鏡すると哺乳動物結核菌はバ

ンド或は9ボ ン歌の菌塊を作 り鳥型菌ttbuisson
メ

歌の菌塊を作る。人型と牛型 とは形 は同 じだが牛

型の方が襲育が貧弱であるか ら匠別できると樗 し

,ているが・非病原性菌及び脇水素作用にはふれて

いない。私の場合牛型菌 も人型菌同様によく獲育

したのは菌株の相違か或は私の使つた菌株が分離

一 一一17_一_
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後長 らく累代 され人型菌同様の旺盛な獲育をする

様になつていたためであろう◎抗酸性菌の分裂形

式或は護育環 を研究 した者は多いがその時できる

小集落形態に言及した者は少い。Wyckoff(5♪ 、占

部⑥は非病原姓 菌のR株 とS株 との差をのべ植田

⑦は主として液膿培地土の初期菌膜構造をのべて

いる。非病原性菌の分類は幾多の先人⑥によ》試

みられてお り分類のより所 も色々であるが小集落

形態に論及した者はなV・。然し乍ら高崎95、106XX

920株 の3株 は集合集落では匠別できない がSCC

を行 えぱ全 く別種の小集落を形成して全 く異なr3

た菌株である事が明かとなる◎勿論これだけで分

類 を企てる事は不可能であるが小集落形態はR、

Sの 攣化により殆ん ど影響 をうけないので病原性

菌 と非病原性菌 と、或は哺乳動物型 と鳥型 と揚合

忙 よつては非病原性菌相互の鑑別に有効な参考所

見 といえよう。更に想像 を進めれば非病原性菌中

小集落が毬型のものは鳥型菌に、紐型の ものは哺

乳動物結核菌に夫々より近い類縁瀾係にあるもの

ではないかと思われる。
き

結 論 凄

ユSCCの 際哺乳動物結核萬は紐型の、鳥型結

稼菌は毬型Oi小集落を形成するが人型菌 と牛型菌

との聞には顯著な差はない。

2非 病原性抗酸性菌は少藪の例外を除 き鳥型

菌 と同種類に屡する毬型の小集落を形成するが、

鳥型菌 とは畿育¢～遅速・抗酸酒精性、睨水素作用

等の相違で匠別する事ができる。

3SCCは 各種抗酸性菌の小集落形態 、菌燈の

長短、抗酸酒精性、脱水素作用の強弱等 を同時に

観察でき抗酸性菌の一補助鑑別法であるぴ

稿を絡るにあたり御懇篤な御指導御校開を賜わつた恩

師戸田忠雄教授並びに御鞭捷を賜わつた恩師操坦道教授

に感謝の誠をささげるo
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逆性石鹸竝 に高次 「アルキル」化合物 の

結核菌に及ぼす影響に就いて(結 核の化
se

學療法に關ずる基礎實驗)

細 沼 榮 一
1

第 一 章 緒 ㌧言 子 油か ら作 られ る逆 性 石 鹸(lnvertseife)の 一種 た

結 核 の 化學 療 法 に 閣 して は 、RobertK(fehの 「シ るZephin◎1(Bayer)な る もの ・ 及 び その 成 分 た,

アン」娩 棘 館 雌 燵 の無 程の確 オくあ 一 解

る◎然しながら結繭 圃 し・充分勤 なる鶴 る融 「7ル掬 船 物C12H25-N-CH2--O一

阻止作用を有する物質め未だ獲見ぜられざることCH:1

と、病竈にこ航を彊力ビ作用せしむる方珠の不備CH2-C6H5に ついて、結核菌に封する影響につ

のために、未だ何等見るべき成果を學げてやない いて實験 を行つたので・その成績についてここに

現歌である。著者は種々の黙から結核菌に勤する 報告する◎

油脂、脂肪酸の作用に興味を持ち研究する中に油 それに先だつて・逆性石鹸なるものを概設する

脂中最 も結核菌の焚育を阻止する作用の強い・椰 と普通石鹸は・その 「アルキル」基が陰「イォ シ」
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